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一

問
題
設
定

―
わ
が
国
に
お
け
る
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
研
究
史
を
振

り
返
っ
て
―

（
本
研
究
紀
要
第
７
号
掲
載
）

二

『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
執
筆
の
動
機
と
意
図

（
本
研
究
紀
要
第
９
号
掲
載
）

（
一
）
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
と
マ
ル
ク
ス
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
の
意
義

（
同
上
）

（
二
）『
唯
一
者
と
そ
の
所
有
』
の
問
題
提
起
と
主
張
（
同
上
）

Ａ

近
代
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
と「
唯
一
者
」
の
概
念（
同
上
）

Ｂ

所
有
の
問
題
と
「
連
合
」
の
概
念

（
本
研
究
紀
要
第
11
―
１
号
掲
載
）

（
三
）
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、
ヘ
ス
、
Ｂ
・
バ
ウ
ア
ー
と
シ
ュ
テ
ィ
ル

ナ
ー
と
の
論
争

（
本
研
究
紀
要
本
号
掲
載
）

Ａ

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
「『
唯
一
者
と
そ
の
所
有
』
と
の
関

係
に
お
け
る
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』」

(

本
研
究
紀
要
本
号
掲
載
）

（
三
）

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、
ヘ
ス
、
Ｂ
・
バ
ウ
ア
ー
と
シ
ュ
テ
ィ

ル
ナ
ー
と
の
論
争

Ａ

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
「『
唯
一
者
と
そ
の
所
有
』
と
の
関
係

に
お
け
る
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』」

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
の
『
唯
一
者
と
そ
の
所
有
』
に

敏
感
に
反
応
し
た
。
彼
は
『
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
ト
季
刊
誌
』
の
一
八
四
五
年
第
二

号
に
「『
唯
一
者
と
そ
の
所
有
』
と
の
関
係
に
お
け
る
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本

質
』」
を
発
表
し
て
、
反
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
彼
の
そ
れ
ま

で
の
思
想
が
批
判
の
前
提
を
な
し
て
い
る
の
で
、
私
は
、
最
初
に
彼
の
思
想
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二

の
歩
み
を
概
観
し
、
そ
の
後
で
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
批

判
を
検
討
し
よ
う
と
思
う
。

『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』

周
知
の
よ
う
に
、
当
時
の
ド
イ
ツ
思
想
界
は
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
君
臨
の
下

に
あ
っ
た
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
死
後
（
一
八
三
一
年
）、
哲
学
の
新
た
な
胎
動
が

開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
動
向
の
発
端
は
宗
教
・
神
学
に
対
す
る
批
判

で
あ
る
。
こ
の
批
判
は
世
界
観
の
根
本
的
規
定
に
深
く
関
連
し
て
い
る
と
と

も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
教
会
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
国
家
権
力
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
批
判
と
い
う
き
わ
め
て
現
実
的
な
意
味
を
も
持
っ
て
い
た
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
宗
教
哲
学
講
義
』
に
よ
れ
ば
、
哲
学
の
内
容
、
要
求
、
関

心
は
宗
教
と
完
全
に
共
通
し
て
い
る
。
哲
学
と
宗
教
の
対
象
は
絶
対
者
に
お

け
る
永
遠
の
真
理
、
つ
ま
り
神
で
あ
り
、
神
と
神
の
説
明
以
外
の
な
に
も
の

で
も
な
い
。
し
か
し
両
者
の
差
異
は
神
と
の
関
わ
り
方
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

宗
教
は
感
覚
的
表
象
の
形
式
を
通
し
て
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
哲
学
は
思
想

（
概
念
）
の
形
式
を
通
し
て
神
に
関
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
哲
学
と

宗
教
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
区
別
さ
れ
て
は
い
る
が
、
本
質
的
に
は
等
置
さ

　
（
１
）

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
宗
教
・
神
学
批
判
が
さ
ら
に
哲
学
―
ヘ
ー
ゲ

ル
哲
学
―
批
判
へ
突
き
進
む
根
拠
が
存
在
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
宗
教
・
神
学
批
判
の
先
駆
者
と
し
て
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
Ｂ
・

バ
ウ
ア
ー
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
批
判
の
対
象
は
主
に
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
に
お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
論
で
あ
り
、
Ｂ
・
バ
ウ
ア
ー
に
お
い
て

　
（
２
）

は
福
音
書
の
歴
史
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
キ
リ
ス
ト
教
一
般
、
す
な
わ
ち

　
（
３
）

キ
リ
ス
ト
教
的
宗
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
宗
教
・
神
学
批
判
を
普
遍
的
な

根
拠
か
ら
行
い
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
批
判
を
完
結
さ
せ
た

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
八
四
一
年
の
春
に
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
主
著
で
あ
る
『
キ
リ
ス
ト
教

の
本
質
』
が
公
刊
さ
れ
た
。
こ
の
著
書
が
当
時
の
ド
イ
ツ
思
想
界
に
与
え
た

影
響
は
、そ
の
強
さ
や
深
さ
か
ら
見
て
も
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。

後
年
に
な
っ
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
『
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
論
』（
一
八
八
六
年
）

に
お
い
て
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
が
も
っ
た
意
義
に
つ
い
て
回
顧
し
て
い

る
。「

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ

の
本
は
、唯
物
論
を
単
刀
直
入
ふ
た
た
び
王
位
に
つ
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
矛
盾
（
思
考
と
自
然
の
関
係
の
問
題
―
青
山
）
を
一
撃
の
も
と
に
粉
砕

し
た
。
自
然
は
す
べ
て
の
哲
学
と
は
独
立
に
存
在
し
て
い
る
。
自
然
が
土
台

で
あ
っ
て
、
自
分
自
身
自
然
の
産
物
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
そ
の
上
で

生
ま
れ
そ
だ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
自
然
と
人
間
の
ほ
か
に
は
何
も
存
在
し

な
い
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
的
空
想
が
創
作
し
た
も
っ
と
も
高
い
存
在

と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
本
質
が
空
想
の
う
ち
に
反
映
さ

れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
呪
縛
は
解
か
れ
た
。『
体
系
』
は
爆
破
さ
れ
、
わ
き



青

山

政

雄

三

へ
投
げ
す
て
ら
れ
た
。
矛
盾
は
、
た
だ
想
像
の
な
か
に
し
か
存
在
し
な
い
も

の
と
し
て
、
解
消
さ
れ
た
。
―
こ
の
本
の
開
放
的
な
作
用
は
、
み
ず
か
ら
体

験
し
た
人
で
な
け
れ
ば
、
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
人
の
こ
ら

ず
感
激
し
た
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
、
一
時
、
み
な
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ

　
（
４
）

ハ
主
義
者
で
あ
っ
た
。」

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
批
判
を
意
図
し
な
が
ら
も
、
ド
イ

ツ
三
月
革
命
前（V

orm
aerz)

の
思
想
状
況
に
お
い
て『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
感
激
を
見
事
に
表
現
し
て
い
る
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
に
お
い
て
「
宗
教
の
内

容
と
対
象
と
が
徹
頭
徹
尾
人
間
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
神
学
の

秘
密
は
人
間
学
で
あ
り
神
の
本
質
の
秘
密
は
人
間
の
本
質
で
あ
る
と
い
う
こ

　
（
５
）

と
を
証
明
し
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
書
名
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
宗
教
・
神
学
批
判
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
を
問
う

の
で
あ
る
。
こ
の
解
答
と
し
て
、
宗
教
の
内
容
と
対
象
が
人
間
的
な
も
の
で

あ
る
こ
と
、
神
学
の
秘
密
は
人
間
学
で
あ
り
、
神
の
本
質
の
秘
密
は
人
間
の

本
質
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
は
二
八
章
の
大
部
か
ら
な
っ
て
お
り
、
緒
論
と

本
論
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
　
緒
論
で
は
「
人
間
の
本
質
の
一
般
論
」（
第
一

章
）
と
「
宗
教
の
本
質
の
一
般
論
」（
第
二
章
）
が
展
開
さ
れ
る
。「
人
間
の

本
質
の
一
般
論
」
に
お
い
て
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
宗
教
を
も
つ
の
は
人
間

だ
け
で
あ
り
、
人
間
以
外
の
動
物
は
宗
教
を
も
た
な
い
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
、

宗
教
は
人
間
の
み
が
そ
な
え
て
い
る
人
間
の
根
本
特
性
、
つ
ま
り
人
間
の
本

質
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
人
間
を
動
物
か
ら
本
質
的

に
区
別
す
る
も
の
は
一
般
に
「
意
識
」
と
さ
れ
る
が
、
自
己
を
感
受
す
る
「
自

己
感
情
」
や
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
感
覚
的
に
区
別
す
る
「
感
性
的
識
別
力
」
を

含
む
と
す
れ
ば
、
動
物
も
明
ら
か
に
「
意
識
」
を
も
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
フ
ォ

イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
動
物
に
は
な
い
意
識
の
あ
り
方
と
し
て
「
存
在
す
る
も
の

　
（
６
）

に
と
っ
て
そ
の
も
の
の
類
や
本
質
が
対
象
と
な
る
」
よ
う
な
意
識
の
あ
り
方

を
挙
げ
、
人
間
の
み
が
そ
れ
を
も
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
人
間
だ
け
が
「
人

間
」
と
い
う
自
ら
の
類
や
本
質
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

人
間
は
こ
の
よ
う
な
「
類
的
存
在
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
人
間
だ

け
が
宗
教
を
も
ち
、
人
間
以
外
の
動
物
が
宗
教
を
も
た
な
い
の
は
、
人
間
が

類
的
存
在
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
類
（
本
質
）
を
形
成
す
る
も
の

は
、「
理
性
」
と
「
意
志
」
と
「
心
情
」
で
あ
る
。「
完
全
な
人
間
に
は
、
思

考
の
力
と
、
意
志
の
力
と
、
心
情
の
力
と
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
。
思
考
の
力

は
認
識
の
光
で
あ
り
、
意
志
の
力
は
性
格
の
活
力
で
あ
り
、
心
情
の
力
は
愛

で
あ
る
。
理
性
と
愛
と
意
志
の
力
と
が
完
全
性
で
あ
り
、
最
高
の
力
で
あ
り
、

人
間
と
し
て
の
人
間
の
絶
対
的
本
質
で
あ
り
、
人
間
の
現
存
の
目
的
で
あ

　
（
７
）
る
。」人

間
の
類
的
能
力
と
し
て
の
理
性
・
意
志
・
心
情
は
、
完
全
で
あ
り
、
無

限
で
あ
る
。
個
体
と
し
て
の
人
間
は
、
自
分
が
制
限
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
る
と
、
個
々

の
人
間
が
自
ら
の
有
限
性
を
意
識
で
き
る
の
は
、
す
で
に
類
の
完
全
性
や
無



『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
研
究
（
四
）

四

限
性
が
彼
に
と
っ
て
意
識
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
無
限
な
も

の
が
す
で
に
意
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
と
の
対
比
に
お
い
て
、
お

の
れ
の
有
限
性
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
人
間
の
個
体
の
根
拠
と
し
て
の
類
的

本
質
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

「
宗
教
の
本
質
の
一
般
論
」
に
お
い
て
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
最
初
に
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
言
葉
を
引
用
し
な
が
ら
、
宗
教
的
対
象
で
あ
る
神
―

も
っ
と
も
優
秀
な
存
在
・
第
一
の
存
在
・
最
高
の
存
在
―
は
、
感
覚
の
対
象

と
は
異
な
っ
て
、
人
間
の
う
ち
に
あ
る
内
面
的
な
対
象
で
あ
り
、
人
間
に

と
っ
て
も
っ
と
も
親
密
な
対
象
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
宗
教
に
お
い
て
は

そ
の
対
象
の
特
質
か
ら
「
人
間
の
対
象
は
人
間
の
対
象
的
本
質
以
外
の
な
に

　
（
８
）

も
の
で
も
な
い
」
と
い
う
命
題
が
、
制
限
な
し
に
妥
当
す
る
と
さ
れ
る
。「
人

間
が
思
考
す
る
通
り
に
、
ま
た
感
ず
る
通
り
に
、
人
間
の
神
は
存
在
す
る
。
人

間
の
神
は
人
間
が
も
つ
の
と
同
じ
だ
け
の
価
値
を
も
ち
、
そ
れ
以
上
の
価
値

を
も
た
な
い
。
神
の
意
識
は
人
間
の
自
己
意
識
で
あ
り
、
神
の
認
識
は
人
間

の
自
己
認
識
で
あ
る
。
君
は
人
間
の
神
か
ら
人
間
を
認
識
し
、
そ
し
て
ま
た

人
間
か
ら
人
間
の
神
を
認
識
す
る
。
人
間
と
人
間
の
神
と
は
一
つ
で
あ
る
。

人
間
に
と
っ
て
神
で
あ
る
も
の
は
、
人
間
の
精
神
、
人
間
の
魂
で
あ
り
、
人

間
の
精
神
、
人
間
の
魂
、
人
間
の
心
情
で
あ
る
も
の
は
、
人
間
の
神
で
あ
る
。

神
は
人
間
の
あ
ら
わ
に
な
っ
た
内
面
で
あ
り
、
人
間
の
語
り
出
さ
れ
た
自
己

　
（
９
）

で
あ
る
。」

こ
の
よ
う
に
神
は
も
と
も
と
人
間
の
本
質
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
宗
教
的
人
間
は
こ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
人
間
の

固
有
の
本
質
を
自
分
の
う
ち
に
見
出
す
に
先
立
っ
て
、
そ
れ
を
ま
ず
自
分
の

外
に
置
く
か
ら
で
あ
る
。
幼
児
が
人
間
の
本
質
を
自
分
の
内
で
は
な
く
て
自

分
の
外
に
、
つ
ま
り
大
人
で
あ
る
他
人
の
う
ち
に
見
出
す
よ
う
に
、
人
間
の

固
有
の
本
質
は
、
人
間
に
と
っ
て
先
ず
ほ
か
の
も
の
の
本
質
と
し
て
対
象
に

な
る
の
で
あ
る
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
宗
教
の
本
質
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
明
確
に
規
定

し
て
い
る
。

「
宗
教
、
少
な
く
と
も
キ
リ
ス
ト
教
は
、
人
間
が
人
間
自
身
に
対
し
て
と

る
態
度
で
あ
る
。
あ
る
い
は
一
層
正
確
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
人
間
が
自
分
の

本
質
に
対
し
て
と
る
態
度
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
こ
で
は
、
自
分
の
本
質
に

対
し
て
と
る
態
度
は
、
あ
る
ほ
か
の
本
質
に
対
し
て
と
る
態
度
と
い
う
形
を

と
っ
て
い
る
。
神
の
本
質
と
は
、
人
間
の
本
質
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
あ
る
い

は
一
層
正
確
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
個
人
す
な
わ
ち
現
実
的
・
身
体
的
人
間
の

制
限
か
ら
切
り
離
さ
れ
対
象
化
さ
れ
た
人
間
の
本
質
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ

ば
、
個
人
か
ら
区
別
さ
れ
た
他
の
独
自
な
存
在
と
し
て
直
観
さ
れ
尊
敬
さ
れ

た
人
間
の
本
質
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
的
な
も
の
の
す
べ
て
の
規
定
は
、人

　
（
　
）

間
の
本
質
の
規
定
で
あ
る
。」

本
論
で
は
こ
の
一
般
論
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
即
し
て
具
体
化
さ
れ
て

い
る
。
本
論
は
第
一
部
（
第
三
章
か
ら
第
一
九
章
）
と
第
二
部
（
第
二
○
章

か
ら
第
二
八
章
）
に
分
か
れ
て
い
る
。
第
一
部
で
は
、「
宗
教
の
本
質
の
真
実

　
（
　
）

な
る
側
面
―
即
ち
宗
教
の
人
間
学
的
本
質
―
」
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
フ
ォ

イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
神
学
の
真
の
意
味
は
人
間
学
で
あ
る
こ
と
、
神
の
本
質

10
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山

政

雄

五

（
神
的
存
在
者
）
の
諸
述
語
と
人
間
の
本
質
（
人
間
的
存
在
者
）
の
諸
述
語
と

の
間
に
は
な
ん
ら
の
区
別
も
存
在
し
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
ま
た
神
的
主

語
（
主
体
）
ま
た
は
本
質
（
存
在
者
）
と
人
間
的
な
主
語
（
主
体
）
ま
た
は

本
質
（
存
在
者
）
と
の
間
に
な
ん
ら
の
区
別
も
存
在
し
な
い
こ
と
、
両
者
が

同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
第
一
部
に
お
い
て
、
神
の
本
質
を
ど
の
よ
う
に

し
て
人
間
の
本
質
に
還
元
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
い
く
つ
か
の
例
を
見
る
こ

と
に
し
よ
う
。

神
の
本
質
は
知
性
、
し
か
も
無
限
の
知
性
で
あ
る
。
つ
ま
り
神
は
全
知
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
人
間
の
類
的
本
質
で
あ
る
理
性
の
規
定
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
個
々
の
人
間
の
思
考
能
力
は
有
限
で
あ
る
が
、
類
と
し
て
の
理
性

は
無
限
で
あ
る
。
人
間
が
神
の
う
ち
で
肯
定
し
、
対
象
化
す
る
「
無
限
の
知

性
」
は
、
人
間
の
類
的
本
質
と
し
て
の
「
無
限
の
知
性
」
な
の
で
あ
る
。

神
は
た
ん
に
全
知
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
意
志
を
そ
な
え
た
存
在
で
あ

り
、
道
徳
的
に
も
完
全
な
存
在
で
あ
る
。
神
が
人
間
に
掟
を
与
え
る
道
徳
的

な
神
で
あ
り
、
人
間
を
道
徳
的
に
裁
く
神
で
あ
る
の
は
、
人
間
の
道
徳
的
本

質
や
良
心
が
神
の
う
ち
へ
と
投
影
さ
れ
た
結
果
な
の
で
あ
る
。

神
は
ま
た
慈
悲
深
い
神
で
あ
り
、
人
間
の
罪
を
赦
し
、
人
間
を
愛
す
る
愛

の
神
で
あ
る
。
神
の
愛
は
、
神
が
自
分
自
身
を
愛
す
る
と
い
う
よ
う
な
神
の

自
己
愛
で
は
な
く
、
神
に
と
っ
て
の
他
者
で
あ
る
人
間
へ
の
愛
で
あ
る
。「
神

が
愛
で
あ
り
、
こ
の
愛
の
本
質
的
内
容
が
人
間
で
あ
る
な
ら
ば
、
神
的
本
質

の
内
容
は
人
間
的
本
質
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人
間
に
対
す
る
神
の
愛
は
、
宗

教
の
根
拠
で
あ
り
中
心
点
で
あ
る
が
、
こ
の
愛
は
、
人
間
の
人
間
自
身
に
対

す
る
愛
が
人
間
の
最
高
の
真
理
と
し
て
、
人
間
の
最
高
の
本
質
と
し
て
、
対

象
化
さ
れ
、
直
観
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
神
が
人
間
を
愛
す
る
』

と
い
う
命
題
は
、
ド
イ
ツ
風
に
言
え
ば
、『
最
高
の
も
の
は
人
間
の
愛
で
あ

　
（
　
）

る
』
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。」
人
間
が
神
の
う
ち
へ
と
対
象
化
す
る

愛
は
、
個
人
の
不
完
全
な
愛
で
は
な
く
、
人
間
の
類
に
宿
る
完
全
な
愛
で
あ

り
、「
真
実
の
愛
」
な
の
で
あ
る
。

人
間
の
類
的
本
質
を
形
成
す
る
理
性
（
知
性
）・
意
志
・
心
情
は
神
の
う
ち

に
対
象
化
さ
れ
、
神
に
お
い
て
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
フ
ォ
イ
エ
ル

バ
ッ
ハ
に
よ
る
と
、
神
が
三
位
一
体
で
あ
る
こ
と
の
秘
密
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
ほ
か
に
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
神
の
世
界
創
造
、
祈
り
、
奇
跡
な
ど
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。

第
二
部
で
は
「
宗
教
の
本
質
の
非
真
実
な
る
側
面
―
即
ち
宗
教
の
神
学
的

　
（
　
）

本
質
―
」
が
論
じ
ら
れ
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
神
学
的
な
諸
述
語
と
人
間

学
的
な
諸
述
語
と
の
間
に
設
け
ら
れ
る
区
別
は
虚
無
へ
、
無
意
味
へ
解
消
さ

れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
二
部
の
第
二
七
章
に
お
い
て
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
信
仰
と
愛
と

の
矛
盾
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
宗
教
の
隠
れ
た
本
質
は
、
神
と
人
間
と
の

統
一
に
あ
る
が
、
宗
教
の
顕
わ
な
形
式
は
、
逆
に
神
と
人
間
と
の
区
別
に
あ

る
。
神
の
愛
は
人
間
と
神
と
を
統
一
し
、
し
た
が
っ
て
人
間
と
人
間
と
を
同

一
化
す
る
が
、
人
間
の
信
仰
は
神
を
人
間
か
ら
、
し
た
が
っ
て
人
間
を
人
間

か
ら
分
離
す
る
と
さ
れ
る
。
神
と
の
関
わ
り
に
の
み
充
足
を
求
め
る
信
仰
者
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『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
研
究
（
四
）

六

は
他
人
に
対
す
る
内
的
欲
求
を
も
た
な
い
の
で
、
神
に
対
す
る
信
仰
が
深
ま

れ
ば
深
ま
る
ほ
ど
、
人
間
と
人
間
と
を
分
離
す
る
結
果
に
陥
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
に
与
し
な
い
者
は
、
そ
む
く
者
と
い
う
烙
印
を
押
さ
れ
る

　
（
　
）

　
（
　
）

よ
う
に
、
信
仰
は
「
本
質
的
に
党
派
的
」
で
あ
り
、「
本
質
的
に
不
寛
容
」
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
愛
は
普
遍
的
な
隣
人
愛
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
非
党

　
（
　
）

派
性
」
の
上
に
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
内
部

に
お
い
て
愛
と
信
仰
と
は
必
然
的
に
矛
盾
す
る
と
さ
れ
、
こ
の
区
別
は
無
意

味
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
第
一
部
と
第
二
部
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
両
部

門
に
お
い
て
同
一
の
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
お
り
、
た
だ
様
式
だ
け
が
相
違
し

て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
第
一
部
は
肯
定
的
で
あ
り
、
第
二
部
は
否
認
的
で
あ
る

と
い
う
反
対
の
様
式
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
第
一
部
は
宗
教
を
宗

教
の
本
質
―
宗
教
の
真
理
―
へ
解
消
す
る
こ
と
で
あ
り
、
発
展
を
意
味
し
、

第
二
部
は
宗
教
を
宗
教
の
も
っ
て
い
る
諸
矛
盾
へ
解
消
す
る
こ
と
で
あ
り
、

　
（
　
）

論
駁
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
れ
ば
、
宗
教
は
人
間
の
精
神
の
夢
で
あ
る
。
こ

れ
は
宗
教
が
人
間
の
自
己
と
世
界
に
つ
い
て
の
転
倒
し
た
、幻
想
的
な
意
識
、

つ
ま
り
「
人
間
の
自
己
疎
外
の
構
造
」
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
こ
の
転
倒
し
た
意
識
の
構
造
を
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
見
事

に
暴
い
て
い
る
。「
神
と
は
人
間
の
最
も
主
体
的
で
最
も
固
有
の
本
質
が
分
離

さ
れ
抽
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
は
自
分
自
身
か
ら
は

行
為
し
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
善
は
神
か
ら
来
る
。
神
が
主
体
的
・

人
間
的
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
人
間
は
そ
れ
だ
け
ま
す
ま
す
多
く
自
分
の
主
体

性
と
人
間
性
と
を
疎
外
（entaeussern)

す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
神
そ
の
も
の
は

　
（
　
）

人
間
の
自
己
疎
外
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。」神
は
人
間
の
類
的
本
質
が

対
象
化
さ
れ
人
間
か
ら
切
り
離
さ
れ
疎
外
さ
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
宗
教
に
お
い
て
は
人
間
は
自
己
の
本
質
を
神
へ
奪
わ
れ
、
人

間
と
人
間
自
身
の
本
質
と
が
対
立
し
、
各
人
は
類
を
失
っ
た
個
人
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
り
、
人
間
は
類
と
個
に
分
裂
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル

バ
ッ
ハ
は
神
を
人
間
の
自
己
疎
外
の
産
物
と
し
て
考
察
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

宗
教
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

結
論
の
章
（
第
二
八
章
）
で
彼
は
、
人
間
の
行
為
を
支
え
る
最
後
の
根
拠

は
人
間
の
愛
で
あ
る
と
し
て
、「
最
高
且
つ
第
一
の
掟
は
人
間
に
対
す
る
人
間

　
（
　
）

の
愛
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
人
間
は
人
間
に
と
っ
て

神
で
あ
る
（H

om
o hom

ini D
eus est.)

―
こ
れ
は
最
上
の
実
践
的
根
本
命
題

　
（
　
）

で
あ
り
、
世
界
歴
史
の
転
回
点
で
あ
る
。」
と
強
く
主
張
し
て
い
る
。
フ
ォ
イ

エ
ル
バ
ッ
ハ
は
類
と
個
と
の
分
裂
を
「
神
の
愛
」
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、「
人

間
に
対
す
る
人
間
の
愛
」を
提
唱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
。

と
い
う
の
は
、
こ
の
愛
は
根
源
的
で
あ
る
の
で
、
人
間
と
人
間
の
本
質
と
の

分
裂
・
対
立
を
和
解
さ
せ
、
個
人
を
類
的
共
同
性
へ
と
導
く
と
考
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

宗
教
・
神
学
批
判
に
お
け
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
人
間
学
の
意
義
は
、

第
一
版
に
お
い
て
、
し
だ
い
に
鮮
明
に
な
っ
て
き
て
は
い
た
が
、
ま
だ
真
正

面
か
ら
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
一
八
四
三
年
に
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
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青

山

政

雄

七

質
』
の
第
二
版
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
序
文
に
お
い
て
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は

こ
の
著
書
の
内
容
を
簡
明
に
要
約
し
な
が
ら
、
そ
の
根
本
原
理
を
叙
述
し
て

い
る
。
そ
れ
は
単
に
宗
教
の
領
域
に
限
ら
れ
た
原
理
で
は
な
く
、
真
理
一
般

に
、
つ
ま
り
政
治
や
道
徳
な
ど
に
も
共
通
す
る
哲
学
原
理
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。フ

ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
一
般
に
絶
対
的
な
思
弁
・
非
物
質
的
な
思
弁
・
自

分
自
身
に
満
足
し
て
い
る
思
弁
―
す
な
わ
ち
自
分
の
素
材
を
自
分
自
身
の
中

か
ら
汲
み
出
す
よ
う
な
思
弁
―
を
無
条
件
に
投
げ
棄
て
る
、と
書
い
て
い
る
。

彼
は
思
考
す
る
た
め
に
諸
感
官
―
な
に
よ
り
も
ま
ず
両
眼
―
を
用
い
、
わ
れ

わ
れ
の
諸
思
想
を
わ
れ
わ
れ
が
常
に
た
だ
諸
感
官
の
活
動
を
介
し
て
の
み
自

分
た
ち
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
諸
材
料
―
人
間
と
自
然
―
に
基
づ
け

る
。
そ
の
際
に
彼
は
思
想
か
ら
対
象
を
産
出
す
る
の
で
は
な
く
て
、
逆
に
対

象
か
ら
思
想
を
産
出
す
る
の
で
あ
り
、
対
象
と
は
頭
脳
の
外
部
に
実
存
す
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
は
こ
の
よ
う
な
内
容
を
も

つ
新
し
い
哲
学
の
原
理
以
外
の
な
に
も
の
を
も
含
ん
で
い
な
い
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
新
し
い
哲
学
は
、
今
ま
で
の
哲
学
か
ら
は
本
質

的
に
区
別
さ
れ
た
哲
学
で
あ
り
、
人
間
の
本
質
・
現
実
的
な
本
質
・
全
体
的

な
本
質
に
相
応
す
る
哲
学
で
あ
る
が
、
超
人
間
的
超
自
然
的
な
―
す
な
わ
ち

反
人
間
的
反
自
然
的
な
―
宗
教
や
思
弁
に
よ
っ
て
腐
敗
さ
せ
ら
れ
不
具
に
さ

　
（
　
）

れ
た
す
べ
て
の
人
間
た
ち
に
逆
ら
う
哲
学
で
あ
る
、
と
宣
言
さ
れ
る
。

こ
の
哲
学
は
、
現
実
的
な
存
在
者
を
、
す
な
わ
ち
真
の
最
も
実
在
的
な
存

在
（Ens realissim

um
)

と
し
て
の
人
間
（
人
間
の
土
台
で
あ
る
自
然
を
含
め

た
）
を
、
し
た
が
っ
て
最
も
積
極
的
な
実
在
原
理
を
自
分
の
原
理
と
し
て

も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
哲
学
は
思
想
を
、
思
想
の
反
対
物
か
ら

―
す
な
わ
ち
物
質
か
ら
・
実
在
か
ら
・
諸
感
覚
か
ら
―
産
出
す
る
も
の
で
あ

り
、
自
分
の
対
象
を
思
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
規
定
す
る
前
に
、
自
分
の
対

象
に
対
し
て
最
初
に
感
性
的
に
―
す
な
わ
ち
受
動
的
受
容
的
に
―
関
係
す
る

　
（
　
）

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
哲
学
改
革
の
た
め
の
暫
定
的
提
言
』
と

『
将
来
の
哲
学
の
根
本
命
題
』

『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
の
第
二
版
序
文
で
述
べ
ら
れ
た
、
こ
の
よ
う
な

考
え
は
、
一
八
四
三
年
の
二
月
に
ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
出
版
さ
れ
た

『
ア
ネ
ク
ド
ー
タ
誌
』
の
中
に
掲
載
さ
れ
た
「
哲
学
改
革
の
た
め
の
暫
定
的
提

言
」（『
暫
定
的
提
言
』
と
記
す
）
と
そ
の
後
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
将
来
の

哲
学
の
根
本
命
題
』（『
根
本
命
題
』
と
記
す
）の
思
想
内
容
に
基
づ
い
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
著
書
は
、
第
二
版
序
文
で
述
べ
ら
れ
た
原

理
を
、
鋭
い
簡
潔
な
表
現
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
形
式
で
さ
ら
に
詳
細
に
表
現

す
る
と
と
も
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
根
本
か
ら
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
た
な
哲
学
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
『
根
本
命
題
』
の
冒
頭
に
お
い
て
、「
近
代
の
課
題

　
（
　
）

は
、神
の
現
実
化
と
人
間
化
ー
神
学
の
人
間
学
へ
の
転
化
と
解
消
で
あ
っ
た
」

と
書
き
始
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
神
の
人
間
化
を
宗
教
的
ま
た
は
実
践
的
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『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
研
究
（
四
）

八

な
仕
方
で
行
っ
た
の
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
テ
ィ
ズ
ム
に
と
っ
て
は
、
神
は
ま
さ
に
人
間
で
あ
る
神
、
す
な
わ
ち
イ
エ

ス
＝
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
は
も
っ
ぱ
ら
イ
エ
ス
＝

キ
リ
ス
ト
を
神
と
し
て
信
仰
し
、
神
が
そ
れ
自
体
に
お
い
て
な
ん
で
あ
る
か

を
特
に
問
お
う
と
は
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム

は
、
神
自
体
を
宗
教
的
実
践
の
上
で
否
定
し
た
に
す
ぎ
ず
、
理
論
上
で
は
そ

れ
を
依
然
と
し
て
存
続
さ
せ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
神
は
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
と
っ
て
は
あ
く
ま
で
も
彼
岸
的
な
存
在
で
あ
っ
て
、
人
間

が
天
国
に
赴
い
た
時
に
は
じ
め
て
関
わ
り
合
う
こ
と
に
な
る
よ
う
な
存
在
な

の
で
あ
る
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
宗
教
に
と
っ
て
彼
岸
的
と

な
っ
た
神
自
体
を
、
合
理
的
あ
る
い
は
理
論
的
に
加
工
し
、
そ
れ
を
世
界
の

説
明
原
理
に
す
る
の
が
、
思
弁
哲
学
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
思
弁
哲
学
の

本
質
は
、
合
理
化
さ
れ
、
実
現
さ
れ
、
現
在
化
さ
れ
た
神
の
本
質
以
外
の
な

　
（
　
）

　
（
　
）

に
も
の
」
で
も
な
く
、「
思
弁
哲
学
は
真
の
、
一
貫
し
た
、
理
性
的
神
学
」
と

さ
れ
る
の
で
あ
る
。『
暫
定
的
命
題
』
に
お
い
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、

「
神
学
の
秘
密
は
人
間
学
で
あ
る
が
、思
弁
哲
学
の
秘
密
は
神
学
―
思
弁
神
学

　
（
　
）

で
あ
る
。」
と
規
定
し
て
、
神
学
―
思
弁
神
学
―
思
弁
哲
学
―
人
間
学
の
関
係

を
明
示
し
て
い
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
は
近
代
思
弁
哲
学
の
創
始
者
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
中
興
者
、
ヘ
ー

ゲ
ル
は
そ
の
完
成
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
ス

ピ
ノ
ザ
か
ら
シ
ェ
リ
ン
グ
を
経
て
ヘ
ー
ゲ
ル
に
至
る
近
代
哲
学
の
系
譜
を
思

弁
哲
学
と
し
て
特
徴
づ
け
、
そ
の
内
容
は
ま
さ
に
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
合
理

化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
思
弁
哲
学
は
キ
リ
ス
ト
教
を

継
承
し
た
哲
学
で
あ
り
、
克
服
さ
れ
る
べ
き
哲
学
に
な
る
の
で
あ
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
は
汎
神
論
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
デ
カ

ル
ト
が
神
と
精
神
と
物
体
と
い
う
三
つ
の
実
体
を
認
め
る
の
に
対
し
て
、
ス

ピ
ノ
ザ
は
神
の
み
が
実
体
で
あ
る
と
考
え
、
現
実
の
存
在
で
あ
る
「
精
神
」
と

「
物
体
」
を
実
体
の
属
性
と
す
る
。
つ
ま
り
精
神
的
現
象
も
物
体
的
現
象
も
一

つ
に
し
て
無
限
な
神
の
現
れ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
神
は
精
神
と

物
体
を
含
む
広
義
で
の
自
然
（
神
即
自
然
）
で
あ
り
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
学
は

汎
神
論
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ス
ピ
ノ
ザ
が
実
体
と
し
て
立

て
た
神
は
、
理
論
的
に
加
工
さ
れ
対
象
化
さ
れ
た
神
で
あ
り
、
思
弁
に
よ
っ

て
把
握
さ
れ
た
神
で
あ
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
「
神
即
自
然
」
は
、
神
に
力
点
を

置
く
な
ら
ば
、
有
神
論
を
示
す
が
、
自
然
の
方
に
力
点
を
置
く
な
ら
ば
、
自

然
が
神
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
無
神
論
の
主
張
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
で
あ

ろ
う
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
「
汎
神
論
は
神
学
（
も
し
く
は
有
神
論
）
の

　
（
　
）

必
然
的
帰
結
で
あ
り
、
無
神
論
は
汎
神
論
の
必
然
的
帰
結
で
あ
る
」
と
語
っ

て
い
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
が
神
学
の
神
を
理
論
的
に
加
工
し
た
の
を
継
承
し
な
が
ら
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
さ
ら
に
そ
れ
を
自
己
意
識
を
も
つ
精
神
に
変
形
し
た
。
ヘ
ー
ゲ

ル
の
「
精
神
」
は
弁
証
法
的
に
自
己
を
展
開
し
な
が
ら
世
界
の
う
ち
に
さ
ま

ざ
ま
な
形
象
を
産
出
し
、
絶
対
精
神
へ
と
高
ま
っ
て
ゆ
く
。
つ
ま
り
ヘ
ー
ゲ

ル
は
実
体
概
念
を
徹
底
し
て
、
実
体
を
主
体
と
し
た
の
で
あ
る
。
主
体
は
運
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動
す
る
実
体
で
あ
り
、
こ
の
主
体
で
あ
る
「
絶
対
者
」（
絶
対
精
神
・
理
念
）

が
自
己
を
外
化
・
分
裂
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
や
人
間
の
多
様
な
あ
ら

ゆ
る
現
実
が
産
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
思
弁
哲
学
の
秘
密
は
、
先
の
神
学
と
人
間
学
の
関
係
と
の
連

関
の
下
で
、
神
学
、
特
に
思
弁
神
学
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
秘
密
が
鋭
く
え

ぐ
ら
れ
て
い
る
。

「
神
学
が
人
間
を
引
き
裂
き
、
疎
外
し
、
そ
れ
か
ら
疎
外
さ
れ
た
本
質
を

再
び
人
間
と
同
一
視
す
る
よ
う
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
自
然
と
人
間
の
単
純
な
、

自
己
同
一
的
な
本
質
を
多
様
化
し
、
寸
断
し
、
そ
れ
か
ら
無
理
に
分
離
さ
れ

　
（
　
）

た
も
の
を
再
び
無
理
に
媒
介
す
る
。」「
抽
象
す
る
と
は
、
自
然
の
本
質
を
自

然
の
外
に
、
人
間
の
本
質
を
人
間
の
外
に
、
思
考
の
本
質
を
思
考
作
用
の
外

に
定
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
は
、
そ
の
全
体
系
を
こ
れ
ら

の
抽
象
作
用
に
基
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
を
自
己
自
身
か
ら
疎
外
し

た
。
・
・
・
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
は
直
接
の
統
一
、
直
接
の
確
実
性
、
直
接
の
真

　
（
　
）

理
性
を
欠
い
て
い
る
。」

思
弁
哲
学
は
人
間
の
述
語
で
あ
る
規
定
や
作
用
を
人
間
か
ら
切
断
し
て
、

抽
象
し
、
そ
れ
を
主
語
ま
た
は
主
体
に
し
て
、
そ
の
主
体
の
活
動
の
成
果
と

し
て
自
然
や
人
間
の
現
実
を
叙
述
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学

の
一
切
の
秘
密
は
本
来
は
自
然
の
中
に
あ
る
も
の
や
人
間
の
も
の
で
あ
る
規

定
や
作
用
を
自
然
や
人
間
を
超
越
し
た
「
絶
対
者
」
に
属
さ
せ
て
い
る
点
に

あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
は
、
宗
教
・
神
学
の
構
造
と
同
じ
よ
う
に
、「
人
間
の

自
己
疎
外
の
構
造
」
の
上
に
成
立
し
て
い
る
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
哲
学
の
改
革
の
方
法
と
し
て
思
弁
哲
学
に
お
け

る
主
語
と
述
語
と
の
関
係
を
転
倒
さ
せ
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。と
い
う
の
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
弁
哲
学
に
お
い
て
は
本
来
の
主
語
―
述
語
関
係
が
転
倒
さ
れ

て
い
る
の
で
、
も
う
一
度
転
倒
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
の
関
係
が
回
復

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
反
思
弁
的
転
回
の
基
底
を
な
す
、
こ
の
哲
学
改
革
の

方
法
を
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
次
の
よ
う
に
定
式
化
す
る
。

「
思
弁
哲
学
一
般
の
革
新
的
な
批
判
の
方
法
は
す
で
に
宗
教
哲
学
に
お
い

て
、
適
用
さ
れ
た
方
法
と
区
別
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
た
だ

つ
ね
に
述
語
を
主
語
に
し
、
そ
し
て
主
語
と
し
て
の
客
観
を
原
理
に
し
さ
え

す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
覆
わ
れ
ざ
る
純
粋
で
明
白
な
真
理
を
持
つ
の
で
あ

　
（
　
）
る
。」ヘ

ー
ゲ
ル
哲
学
に
対
す
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
批
判
ー
思
弁
哲
学
の
秘

密
と
改
革
の
方
法
ー
の
中
に
は
、
深
い
洞
察
と
正
当
な
核
心
が
存
在
す
る
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
人
間
学
は
、
世
界
と
人
間
、
自
然
と
人
間
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
新
た
な
把
握
を
示
す
の
で
あ
り
、

ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
お
け
る
と
は
異
な
る
、
現
実
性
の
具
体
的
把
握
へ
の
原
理

的
に
新
し
い
道
を
切
り
拓
い
て
い
る
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
新
し
い
哲
学
は（
１
）感
性（
感
覚
）の
思
想
、（
２
）

私
と
汝
の
思
想
、（
３
）
愛
と
個
別
性
（
個
体
性
）
の
思
想
に
よ
っ
て
成
立
し

て
い
る
。
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『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
研
究
（
四
）

一
〇

（
１
）
感
性
（
感
覚
）
の
思
想

抽
象
的
な
思
弁
を
こ
と
と
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
弁
哲
学
に
お
い
て
は
、
人

間
の
感
性
や
直
観
の
機
能
が
軽
視
さ
れ
、
哲
学
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
た
が
、

新
し
い
哲
学
は
こ
れ
ら
の
復
権
を
主
張
す
る
。
特
に
『
根
本
命
題
』
に
お
い

て
感
性
の
復
権
は
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
古
い
哲
学
が
そ
の
出
発
点
に
、『
私
は
抽
象
的
に
思
考
す
る
だ
け
の
存
在

で
あ
り
、
身
体
は
私
の
本
質
に
属
さ
な
い
』
と
い
う
命
題
を
も
っ
て
い
た
と

す
れ
ば
、
こ
れ
に
反
し
て
新
し
い
哲
学
は
、『
私
は
現
実
的
な
存
在
で
あ
り
、

感
性
的
な
存
在
で
あ
る
、
実
に
身
体
は
そ
の
全
体
に
お
い
て
私
の
自
我
で
あ

り
、
私
の
本
質
そ
の
も
の
で
あ
る
』
と
い
う
命
題
を
も
っ
て
は
じ
ま
る
。
古

い
哲
学
者
は
、
そ
こ
で
感
性
的
表
象
を
寄
せ
つ
け
ず
、
抽
象
的
概
念
を
不
純

に
し
な
い
た
め
に
、
感
官
と
の
不
断
の
矛
盾
と
不
和
の
う
ち
で
思
考
す

る
。
・
・
・
・
新
し
い
哲
学
は
、
喜
ん
で
、
意
識
的
に
、
感
性
の
真
理
を
承

　
（
　
）

認
す
る
。
新
し
い
哲
学
は
、
公
然
と
感
性
的
な
哲
学
で
あ
る
。」

自
我
が
客
体
や
他
者
を
い
か
に
構
成
す
る
か
、
と
い
う
近
代
哲
学
の
問
い

は
、
自
我
が
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
定
立
さ
れ
る
が
故
に
、
必
然
的
に
生
じ

て
く
る
ア
ポ
リ
ア
的
な
問
い
に
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
自
我
は
絶
対

的
思
弁
的
自
我
で
あ
り
、
他
者
や
客
体
も
こ
の
自
我
以
外
の
な
に
も
の
で
も

な
い
か
ら
で
あ
る
。
近
代
哲
学
の
こ
の
ア
ポ
リ
ア
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

客
体
や
他
者
を
こ
の
絶
対
的
自
我
か
ら
開
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
意
図
し
た
の
は
、
近
代
哲
学
が
独
走
さ
せ
た
思
考

主
体
を
自
然
の
制
約
の
場
に
帰
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
帰
還
を
彼
は
思
考

を
主
体
の
な
か
で
限
界
づ
け
て
い
く
こ
と
に
見
出
そ
う
と
し
た
。こ
こ
か
ら
、

「
感
覚
」、「
感
性
」
が
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
感
覚
は
、
主
体
の
な
か
で

思
考
主
体
を
限
界
づ
け
、
受
動
的
に
さ
せ
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
感
覚
に
お
い
て
は
、
主
体
は
な
に
よ
り
も
他
の
活
動
的
な
主
体

の
事
実
性
を
承
認
す
る
よ
う
に
促
さ
れ
る
。
他
の
主
体
も
、
私
が
主
観
の
う

ち
で
、
つ
ま
り
思
考
に
よ
っ
て
解
消
し
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、

現
実
的
に
は
、
そ
れ
は
主
体
か
ら
独
立
し
て
い
る
故
に
、
解
消
し
え
な
い
「
他

者
」
で
あ
る
こ
と
を
、
感
覚
は
示
唆
し
続
け
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
主
体
に

お
け
る
他
者
へ
の
通
路
、
他
者
と
の
共
生
の
地
平
を
指
し
示
す
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
感
覚
に
お
い
て
は
、
主
体
の
み
で
は
な
く
、
他
者
や
客
体
も
ま
た

主
体
に
働
き
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
主
体
は
感
覚
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に

私
が
そ
の
な
か
で
絶
対
的
な
主
観
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
他
者
や
客
体
に
関

わ
ら
ざ
る
を
え
な
い
有
限
な
主
体
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
、
他
の
主
体
を
承

認
す
る
相
互
的
な
主
体
と
し
て
の
私
に
な
る
の
で
あ
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ

ハ
は
、
こ
の
よ
う
な
主
体
こ
そ
が
真
の
主
体
で
あ
り
、「
感
性
的
な
」
主
体
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

絶
対
的
な
自
我
と
は
異
な
っ
て
、「
実
際
の
自
我
」
は
「
身
体
を
付
与
さ
れ

た
」
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
近
代
的
自
我
が

「
自
我
＝
自
我
」
の
円
環
か
ら
客
体
・
他
者
を
排
除
す
る
こ
と
を
克
服
す
る
た

め
に
、
自
我
の
内
部
の
身
体
（
＝
非
我
）
を
通
し
て
の
客
体
の
能
動
性
を
主

張
す
る
。
自
我
は
身
体
を
媒
介
に
し
て
、
他
者
や
客
体
に
接
続
す
る
。
こ
の

主
観
の
う
ち
な
る
客
観
（
身
体
の
地
平
）
こ
そ
が
感
性
の
実
質
的
な
意
味
で

31



青

山

政

雄

一
一

あ
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
感
性
は
、
人
間
的
自
然
で
あ
る
身
体
に
根
ざ

し
た
「
相
互
性
」、「
相
互
主
体
性
」
を
指
示
す
る
概
念
と
し
て
、
新
た
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。「
相
互
作
用
の
秘
密
を
解
き
明
か
す
の
は
感
性
だ

　
（
　
）

け
で
あ
る
。
た
だ
感
性
的
存
在
者
の
み
が
互
い
に
働
き
か
け
合
う
。」

（
２
）
私
と
汝
の
思
想

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
提
唱
す
る
「
新
し
い
哲
学
」
の
核
心
は
、
個
別
的

な
「
私
」
と
「
汝
」
の
統
一
と
し
て
の
人
間
に
あ
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ

に
よ
る
と
、
一
般
に
「
自
我
」
を
出
発
点
と
し
基
盤
と
す
る
近
代
哲
学
は
、

「
汝
」
の
媒
介
を
無
視
し
て
、「
個
」
と
し
て
の
自
我
を
直
接
的
に
「
類
」
に

結
び
つ
け
、
自
我
の
思
想
に
基
づ
い
た
人
類
の
思
想
を
主
張
し
た
。
ヘ
ー
ゲ

ル
哲
学
を
頂
点
と
す
る
近
代
哲
学
、
さ
ら
に
ま
た
こ
の
哲
学
の
基
盤
と
な
っ

て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
批
判
は
、
個
と
類
と

の
直
接
的
無
媒
介
的
統
一
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル

バ
ッ
ハ
の
私
と
汝
の
思
想
は
、「
汝
」
を
無
視
し
、「
自
我
」
の
み
を
絶
対
視

す
る
従
来
の
近
代
哲
学
に
対
す
る
批
判
を
指
し
示
し
て
い
る
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
「
私
」
と
「
汝
」
の
区
別
こ
そ
が
、
真
の
哲
学
の

立
場
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。「
絶
対
的
な
同
一
哲
学
は
、
真
理
の
立
場
を
全

く
狂
わ
せ
て
し
ま
っ
た
。
人
間
の
自
然
の
立
場
、
つ
ま
り
『
私
』
と
『
汝
』、

主
体
と
客
体
と
に
区
別
す
る
立
場
が
真
の
立
場
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た

　
（
　
）

哲
学
の
立
場
で
あ
る
。」

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
お
い
て
は
、
自
己
と
他
者
、
つ
ま
り
「
私
」
と
「
汝
」

は
二
つ
の
同
等
な
主
体
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
主
体
は
決
し
て
一
方
に
よ
っ

て
同
一
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
主
体
同
士
は
差
異
を
も
っ
た
も
の
と
し
て

区
別
さ
れ
同
一
化
さ
れ
な
い
。
し
か
し
他
方
で
、
主
体
は
自
己
へ
と
閉
鎖
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
他
者
に
開
か
れ
た
主
体
で
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
主

体
は
そ
の
区
別
の
中
で
関
係
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の

は
、
主
体
は
、
感
性
的
存
在
で
あ
る
か
ぎ
り
、
他
者
へ
の
通
路
を
自
己
の
内

部
に
も
つ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
主
体
（
私
）
の
中
に
も
つ
他

者
へ
の
通
路
こ
そ
、「
汝
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、「
私
」
と
「
汝
」
の
間
の
対
話
が
「
真
の
弁
証
法
」、
つ
ま
り

真
に
哲
学
す
る
こ
と
に
な
る
。「
真
の
弁
証
法
は
、
孤
独
な
思
考
者
の
自
分
自

　
（
　
）

身
と
の
独
話
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、『
私
』
と
『
汝
』
の
間
の
対
話
で
あ
る
。」

「
私
」
は
自
己
自
身
の
う
ち
に
「
汝
」
を
抱
え
る
こ
と
で
、「
私
」
と
「
汝
」
が

対
立
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
対
立
の
中
か
ら
対
話
に
よ
る
合
意
と
い
う

形
で
客
観
的
普
遍
性
や
真
理
が
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、「
私
」
と
「
汝
」
の
区
別
に
基
づ
く
両
者

の
統
一
が
真
の
共
同
性
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。「
自
分
だ
け
で
存
在
す
る

単
独
の
人
間
は
、
人
間
の
本
質
を
、
道
徳
的
存
在
と
し
て
の
自
己
の
う
ち
に

も
、
思
考
す
る
存
在
と
し
て
の
自
己
の
う
ち
に
も
、
も
っ
て
い
な
い
。
人
間

の
本
質
は
た
だ
共
同
体
の
う
ち
に
の
み
、
人
間
と
人
間
と
の
統
一
の
う
ち
に

の
み
、
含
ま
れ
て
い
る
ー
こ
の
統
一
は
し
か
し
、『
私
』
と
『
汝
』
の
区
別
の

　
（
　
）

実
在
性
に
の
み
基
づ
く
統
一
で
あ
る
。」
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『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
研
究
（
四
）

一
二

（
３
）
愛
と
個
別
性
（
個
体
性
）
の
思
想

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
感
覚
を
愛
と
結
び
つ
け
両
者
を
等
置
し
な
が
ら
、

個
別
的
な
も
の
の
価
値
を
強
調
し
て
い
る
。「
感
覚
に
お
い
て
の
み
、
愛
に
お

い
て
の
み
、『
こ
の
も
の
』
―
こ
の
人
、
こ
の
事
物
―
す
な
わ
ち
個
別
的
な
も

　
（
　
）

の
は
、
絶
対
的
価
値
を
も
ち
、
有
限
な
も
の
は
無
限
的
で
あ
る
。」

愛
は
感
覚
（
感
性
）、
心
情
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
情
熱
で
あ
る
。
愛
の
原
理

は
、
身
体
性
に
依
拠
す
る
自
我
と
他
者
と
の
非
同
一
、
差
異
、
分
離
の
承
認

の
も
と
で
の
、
相
互
に
補
い
合
う
人
間
の
関
係
性
で
あ
る
と
い
え
る
。
フ
ォ

イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
お
い
て
は
、
理
性
が
自
己
同
一
化
の
原
理
を
象
徴
し
て
い

　
（
　
）

る
の
に
対
し
て
、
愛
は
自
己
同
一
化
に
対
す
る
「
抗
議
」
を
示
し
て
い
る
。
愛

は
、
理
性
の
対
極
に
位
置
し
、
近
代
理
性
主
義
の
自
己
同
一
化
の
原
理
と
は

異
な
る
、
感
覚
（
感
性
）
の
思
想
の
別
種
の
表
現
と
思
わ
れ
る
。

�

　「
感
覚
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
「
愛
」
は
個
別
者
を
個
別
者
と
し
て
真
に
個

別
的
存
在
お
い
て
捉
え
る
。
し
た
が
っ
て
真
に
存
在
の
名
に
値
す
る
、
こ
の

　
（
　
）

具
体
的
存
在
は
「
感
官
の
、
直
観
の
、
感
覚
の
、
愛
の
存
在
」
で
あ
り
、「
存

在
の
秘
密
も
ま
た
、
抽
象
的
思
考
の
う
ち
で
は
な
く
、
た
だ
愛
の
う
ち
で
の

　
（
　
）

み
開
か
れ
る
。」
と
言
わ
れ
る
。
古
い
哲
学
は
、「
思
考
さ
れ
な
い
も
の
は
存

　
（
　
）

在
し
な
い
」
と
言
う
が
、
新
し
い
哲
学
は
、「
愛
さ
れ
な
い
も
の
、
愛
さ
れ
え

　
（
　
）

な
い
も
の
は
存
在
し
な
い
」
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
愛
は
、
愛
さ
れ

る
対
象
の
存
在
を
開
示
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
愛
す
る
主
体
の
存
在
が
真
に

な
ん
で
あ
る
か
を
も
開
示
す
る
。「
愛
は
、
客
観
的
に
も
そ
う
だ
が
、
ま
た
主

観
的
に
も
、
存
在
の
規
準
―
真
理
と
現
実
性
の
規
準
―
で
あ
る
。
愛
が
な
い

と
こ
ろ
に
は
真
理
も
な
い
。
そ
し
て
、
或
る
も
の
を
愛
す
る
人
間
の
み
が
或

　
（
　
）

る
も
の
（
ひ
と
か
ど
の
も
の
）
で
あ
る
。」

愛
の
対
象
と
な
る
個
別
的
存
在
は
、
事
物
と
し
て
の
「
こ
の
も
の
」
だ
け

で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
間
で
あ
り
、「
こ
の
ひ
と
」
で
あ
る
。
私
が
或
る
人
間

を
そ
の
独
自
な
個
別
的
存
在
に
お
い
て
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
間

を
愛
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
愛
す
る
者
の
み
が
愛
さ
れ
る
者
の
真
の
本
質

を
眼
に
し
、
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
愛
は
愛
さ
れ
る
者
と
愛

す
る
者
の
存
在
を
開
示
す
る
。
こ
の
私
が
究
極
的
に
な
ん
で
あ
る
か
の
解
答

は
、
私
が
他
の
人
間
を
愛
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
与
え
ら
れ
る
で

　
（
　
）

あ
ろ
う
。「
人
間
の
も
っ
と
も
重
要
な
、
本
質
的
な
感
覚
対
象
」
は
「
人
間
自

　
（
　
）

身
」
で
あ
り
、
真
の
愛
の
対
象
の
み
が
人
間
の
本
質
を
は
じ
め
て
あ
ら
わ
に

す
る
か
ら
で
あ
る
。
私
は
、
た
ん
に
私
の
思
考
や
意
識
だ
け
を
も
っ
て
し
て

は
、
私
が
な
ん
で
あ
る
か
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
は
、
私
が
個
別

的
な
こ
の
人
間
で
あ
る
こ
と
を
、
個
別
的
な
他
の
人
間
を
個
別
的
な
人
間
と

し
て
愛
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
自
己
に
確
証
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。こ
う
し
て
、愛
は
個
別
的
な
人
間
相
互
の
統
一
、す
な
わ
ち「
私
」

と
「
汝
」
の
区
別
に
基
づ
く
人
間
と
人
間
と
の
統
一
に
導
く
の
で
あ
る
。

�

「『
唯
一
者
と
そ
の
所
有
』
と
の
関
係
に
お
け
る

『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』」

で
は
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
の
批
判
に
対
し
て
、
以
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上
の
思
想
を
前
提
に
し
て
、
ど
の
よ
う
に
反
批
判
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

「
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
単
に
わ
れ
わ
れ
に
神
学
お
よ
び
宗
教
か
ら
の
神

学
的
解
放
を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
彼
は
た
だ
神
―
主
語
―
を
廃
棄
す
る
だ

け
で
あ
っ
て
神
的
な
も
の
―
神
の
諸
述
語
―
を
論
難
し
な
い
で
存
立
さ
せ
て

　
（
　
）

い
る
。」
と
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
は
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
を
批
判
し
た
。
こ
の
批

判
は
主
語
と
述
語
の
転
倒
の
問
題
に
関
わ
っ
て
お
り
、
主
語
で
あ
る
神
を
廃

棄
し
て
も
な
お
、
神
的
な
も
の
、
神
の
述
語
は
存
続
し
て
、
神
学
か
ら
抜
け

出
せ
て
い
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
思
弁
哲
学
の

う
ち
に
神
学
を
見
た
よ
う
に
、
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
は
人
間
学
の
う
ち
に
神
学

的
残
滓
を
見
い
出
す
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
諸
述
語
を
存
立
さ
せ
て
い
る
あ

り
方
を
問
う
形
で
反
論
す
る
。
彼
は
神
の
諸
述
語
と
し
て
諸
述
語
を
存
立
さ

せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
然
お
よ
び
人
類
（
人
間
）
の
諸
述
語
と
し
て
―

自
然
的
人
間
的
諸
特
性
と
し
て
―
諸
述
語
を
存
立
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
確
か
に
神
の
諸
述
語
を
存
立
さ
せ
て
い
る
が
、
そ

う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
が
こ
こ
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
自

然
お
よ
び
人
間
を
存
立
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
も
し
も
諸
述
語
が
神

か
ら
人
間
に
移
さ
れ
る
な
ら
ば
、
諸
述
語
は
神
性
の
性
格
を
失
う
と
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
主
語
と
述
語
の
転
倒
に
よ
っ
て
、
述

語
は
「
根
本
幻
想
」
で
あ
る
神
の
支
え
と
神
的
性
格
を
失
い
、
人
間
の
も
の
、

　
（
　
）

「
人
間
」
の
述
語
に
な
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
（
　
）

さ
ら
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
「
人
間
は
人
間
の
神
で
あ
る
」
と
い
う

こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
語
る
。
こ
の
神
は
、
宗
教
や
神
学
や
思
弁
哲
学
の
神

と
同
じ
よ
う
に
、
人
間
が
人
間
か
ら
区
別
さ
れ
、
人
間
を
超
越
し
て
い
る
存

在
者
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
れ
ば
、
神
に

対
す
る
信
仰
は
、
真
実
に
は
「
人
間
自
身
に
対
す
る
人
間
の
信
仰
に
す
ぎ
な

　
（
　
）
い
」
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
神
的
な
も
の
や
神
は
最
高
度
に
自
分
自
身
を
愛

し
肯
定
し
承
認
す
る
人
間
的
存
在
者
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
と
さ
れ

る
。
こ
こ
か
ら
、
私
の
事
柄
を
「
無
（N

ichts)

」
の
上
に
据
え
る
と
宣
言
す

　
（
　
）

る
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
は
「
敬
虔
な
無
神
論
者
」
の
立
場
に
立
っ
て
は
い
る
が
、

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
の
論
法
に
従
え
ば
こ
の
「
無
」も

や
は
り
、
神
か
ら
完
全
に
は
抜
け
出
せ
て
は
い
ず
、「
神
の
述
語
」
に
他
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
と
切
り
返
す
の
で
あ
る
。

次
は
個
体
（
個
別
的
な
も
の
）
の
理
解
、「
唯
一
者
」
の
理
解
に
関
わ
る
問

題
で
あ
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
と
っ
て
は
個
体
は
絶
対
的
な
存
在
者
―

真
の
存
在
者
・
現
実
的
な
存
在
者
―
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
個
体
は
排
他
的

な
個
体
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
排
他
的
な
個
体
で
は
、
彼
が
否
定
す
る

宗
教
の
立
場
に
再
び
陥
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
の
本
質
は
、
宗
教

が
或
る
種
属
ま
た
は
或
る
類
か
ら
唯
一
の
個
体
を
選
び
出
し
、
そ
し
て
そ
れ

を
神
聖
不
可
侵
な
も
の
と
し
て
諸
個
体
に
対
立
さ
せ
る
こ
と
の
う
ち
に
存
立

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
人
間
・
こ
の

「
唯
一
者
」・
こ
の
「
比
較
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
」、
つ
ま
り
こ
の
「
イ

　
（
　
）

エ
ス
＝
キ
リ
ス
ト
」
が
排
他
的
に
神
に
な
る
の
で
あ
る
。
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『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
研
究
（
四
）

一
四

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
か
ら
見
る
な
ら
ば
、「
唯
一
者
」
は
「
排
他
的
で
比
較

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
個
体
」
と
さ
れ
て
い
る
故
に
、
神
学
的
存
在
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、「
唯
一
者
」
は
排
他
的
に
神
聖
不
可
侵
な
も
の
と
さ
れ
る
イ
エ

ス
＝
キ
リ
ス
ト
と
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
唯
一
者
」
も
ま

　
（
　
）

た
キ
リ
ス
ト
教
的
「
超
自
然
主
義
的
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
に
他
な
ら
な
い
と
さ

れ
る
。
さ
ら
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
類
・
人
間
を
抽
象
的
普
遍
と
す

る
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
の
批
判
に
、
性
別
か
ら
引
き
離
さ
れ
た
自
我
、
つ
ま
り

　
（
　
）

「
唯
一
者
」
は
「
抽
象
の
産
物
」
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
反
批
判
を
投
げ
返
す
の

で
あ
る
。

『
唯
一
者
と
そ
の
所
有
』
に
お
い
て
も
っ
と
も
厳
し
い
批
判
を
受
け
た
の

が
「
類
」
概
念
で
あ
り
、「
人
間
」
概
念
で
あ
っ
た
。
類
・
人
間
の
問
題
で
あ

る
。フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
対
す
る
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
の
最
大
の
批
判
点
は
、

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
「
わ
れ
わ
れ
を
本
質
的
な
自
我
と
非
本
質
的
な
自
我

　
（
　
）

と
に
分
裂
」
さ
せ
、
か
つ
「
わ
れ
わ
れ
の
真
の
本
質
と
し
て
の
類
・
人
間
そ

　
（
　
）

　
（
　
）

の
も
の
・
理
念
」
を
、「
非
本
質
的
な
自
我
と
し
て
の
現
実
的
個
別
的
な
自
我
」

か
ら
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
類
の
実
現
が
個
体
を
貶
め
る
こ
と
を
結
果

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
が
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ

　
（
　
）

の
中
に
「
神
学
的
見
解
」
を
み
る
要
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し

て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
の
テ
ー
マ
・
核
心
は

　
（
　
）

「
本
質
的
な
自
我
と
非
本
質
的
な
自
我
と
へ
の
分
裂
の
揚
棄
」で
あ
っ
た
と
応

答
す
る
。
そ
し
て
そ
の
「
結
論
」
の
章
に
お
い
て
個
体
の
神
性
が
宗
教
に
お

け
る
解
決
さ
れ
た
秘
密
と
し
て
言
表
さ
れ
て
い
る
と
反
論
す
る
。
フ
ォ
イ
エ

ル
バ
ッ
ハ
は
「
神
の
否
定
ー
真
な
る
存
在
者
と
し
て
の
無
限
な
抽
象
的
存
在

者
の
否
定
ー
だ
け
が
個
体
の
肯
定
で
あ
り
、
か
つ
感
性
だ
け
が
個
体
性
に

　
（
　
）

ピ
ッ
タ
リ
と
合
っ
た
感
覚
で
あ
る
。」
と
考
え
て
い
る
。『
キ
リ
ス
ト
教
の
本

質
』
こ
そ
外
化
さ
れ
た
人
間
の
本
質
を
神
の
否
定
に
よ
っ
て
人
間
の
中
に
解

消
し
、
人
格
性
・
個
体
性
を
感
性
的
存
在
・
現
実
と
し
て
初
め
て
承
認
し
た
、

と
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
自
負
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

類
・
人
間
を
抽
象
的
普
遍
と
す
る
論
難
に
対
し
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ

は
、経
験
的
に
類
概
念
を
導
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
反
批
判
を
行
っ
て
い
る
。

　
（
　
）

　
（
　
）

最
初
に
「
無
性
の
自
我
」
で
は
な
い
「
男
性
的
自
我
」
と
「
女
性
的
自
我
」
が

設
定
さ
れ
た
後
に
、
こ
れ
ら
「
二
人
」
の
「
愛
」
に
よ
る
承
認
と
し
て
の
子

　
（
　
）

供
と
い
う
「
三
」
が
導
出
さ
れ
、
さ
ら
に
わ
が
子
以
外
の
多
く
の
子
供
へ
の

「
愛
」
の
拡
大
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
証
か
ら
、「
一
つ
の
も
の
を
欲

す
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
あ
り
、
多
く
の
も
の
を
欲
す
る
の
は

　
（
　
）

愛
で
あ
る
」
と
主
張
さ
れ
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
「
類
と
は
抽
象
体
を

意
味
し
な
い
。
も
っ
ぱ
ら
、
個
々
の
そ
れ
だ
け
で
固
定
さ
れ
た
自
我
に
対
し

　
（
　
）

て
、
汝
、
他
者
、
一
般
に
私
の
外
に
実
在
す
る
人
間
諸
個
体
を
意
味
す
る
」
と

反
論
す
る
。
そ
の
上
で
、「
類
の
思
想
」
の
意
義
は
「
反
省
す
る
」
個
体
の
制

限
感
・
不
完
全
性
感
か
ら
の
救
出
に
求
め
ら
れ
、「
類
の
実
現
」
は
「
人
間
の

　
（
　
）

本
性
の
素
質
・
能
力
―
一
般
に
規
定
―
を
現
実
化
す
る
こ
と
」
に
他
な
ら
な

い
と
さ
れ
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
ま
た
以
上
を
踏
ま
え
て
、
私
と
汝
、
個

と
類
と
の
間
の
区
別
、
本
質
的
な
も
の
と
非
本
質
的
な
も
の
、
高
次
の
も
の

と
低
次
の
も
の
と
の
区
別
を
個
体
内
部
の
頭
・
胴
体
・
手
足
の
関
係
を
例
証
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青

山

政

雄

一
五

　
（
　
）

と
し
て
、「
必
然
的
」
な
も
の
と
強
調
す
る
。

最
後
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
思
想
の
歩
み
を
概
観
し
、
彼
の
シ
ュ

テ
ィ
ル
ナ
ー
批
判
を
た
ど
っ
て
の
私
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）「
神
の
述
語
」
に
関
す
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
主
張
は
、
自
然
や

人
間
を
豊
か
な
形
で
存
立
さ
せ
よ
う
と
意
図
す
る
も
の
で
あ
り
、『
キ
リ
ス
ト

教
の
本
質
』
の
根
幹
を
な
す
思
想
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
神
の
述
語
」
の

中
に
神
学
的
残
滓
を
見
出
す
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
の
疑
念
は
消
え
な
い
と
し
て

も
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
と
し
て
は
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
点
で
あ
り
、
彼

の
主
張
は
是
認
で
き
る
。
論
争
に
は
す
れ
違
い
が
つ
き
も
の
で
あ
り
、
批
判

が
批
判
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と
論
争

点
が
か
み
合
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
２
）「
唯
一
者
」
の
理
解
に
関
わ
る
個
体
（
個
別
的
な
も
の
）
に
つ
い
て

は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
個
体
は
絶
対
的
な
存
在
者
―
真
の
存
在
者
・
現

実
的
な
存
在
者
―
で
あ
り
、
こ
の
個
体
は
排
他
的
な
個
体
で
は
な
い
、
と

言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
思
想
は
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
の
立
場
で
は
な
く
、

『
根
本
命
題
』
の
立
場
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
『
キ

リ
ス
ト
教
の
本
質
』
の
個
体
概
念
の
中
に
『
根
本
命
題
』
の
そ
れ
を
投
影
し

て
、
論
争
点
を
解
消
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
唯
一
者
」
を

「
イ
エ
ス
＝
キ
リ
ス
ト
」
と
同
一
視
す
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
見
解
は
、
正

鵠
を
射
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
３
）
類
・
人
間
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
自
己
の

思
想
的
立
場
の
弁
護
を
し
な
が
ら
、『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
に
対
す
る
肯
定

的
態
度
を
崩
し
て
は
い
な
い
。「
本
質
的
な
自
我
と
非
本
質
的
な
自
我
と
へ
の

分
裂
」
と
い
う
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
の
批
判
に
対
し
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ

は
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
の
テ
ー
マ
・
核
心
は
こ
の
「
分
裂
の
揚
棄
」
で

あ
っ
た
と
応
答
し
、「
結
論
」
の
章
に
お
い
て
個
体
の
神
性
が
宗
教
に
お
け
る

解
決
さ
れ
た
秘
密
と
し
て
い
る
と
反
論
す
る
が
、『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
か

ら
『
根
本
命
題
』
の
展
開
の
中
で
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
は
転
換
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
普
遍
と
し
て
の
類
か
ら
経
験
的
な
自
我
、
個

体
へ
の
強
調
と
い
う
転
換
で
あ
る
。『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
の
段
階
で
は
、

第
一
七
章
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
異
教
徒
と
の
区
別
」
に
お
い
て
経
験
的
な
類

概
念
の
導
出
や
私
と
汝
の
思
想
が
萌
芽
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
普

遍
と
し
て
の
類
が
基
調
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
転
換
の
意
味
こ
そ
が
、
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
と
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
と
の
論

争
に
お
い
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
注
）

（
１
）G
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.F.H
egel:Saem
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W
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』
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一
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訳
文
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『
ド
イ
ツ
・
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デ
オ
ロ
ギ
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研
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（
四
）
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し
も
一
致
し
て
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な
い
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）Ibid.S.291. 

同
書
　
三
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―
二
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書
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同
書
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書
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外
』の
視
点
か
ら
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フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
解
釈
と

し
て
は
、
城
塚
登
著
『
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
』、
勁
草
書
房
を
参
照

な
お
、
最
近
の
日
本
の
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
研
究
の
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向
に
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い
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は
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柴
田
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河
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編
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の
再
読
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三
七
頁

（
30
）Ibid.S.224.

同
書

三
二
―
三
頁

（
31
）Ibid.S.299-300.

同
書

一
三
五
頁

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
お
け
る
感
性
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
河
上

睦
子
著
『
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
と
現
代
』、
御
茶
の
水
書
房
、
六
二

―
七
○
頁
参
照

（
32
）Ibid.S.297.

同
書

一
三
一
頁



青

山

政

雄

一
七

（
33
）Ibid.S.317.

同
書

一
五
八
頁

私
と
汝
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
宇
都
宮
芳
明
著
『
人
間
の
間
と
倫

理
』、
以
文
社
、
一
三
九
│
一
五
四
頁
参
照

（
34
）Ibid.S.319.

同
書

一
六
二
頁

（
35
）Ibid.S.318.

同
書

一
五
九
頁

（
36
）Ibid.S.297.

　
同
書

一
三
二
頁

愛
と
個
別
性（
個
体
性
）の
思
想
に
つ
い
て
は
、河
上
睦
子
著『
フ
ォ

イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
と
現
代
』、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
三
│
八
頁
と
宇

都
宮
芳
明
著
『
人
間
の
間
と
倫
理
』、
以
文
社
、
一
五
五
│
一
七
七

頁
参
照

（
37
）Ibid.S.298.

同
書

一
三
三
頁

（
38
）・（
39
）Ibid.S.297.

同
書

一
三
二
頁

（
40
）・（
41
）・（
42
）Ibid.S.299.

同
書

一
三
四
頁

（
43
）・（
44
）Ibid.S.304.

同
書

一
四
一
頁

（
45
）L.Feuerbach: Saem
tliche W

erke, B
d.7.S.294.

　

『
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
全
集
』
第
一
○
巻
、
三
七
三
頁
。
シ
ュ
テ
ィ

ル
ナ
ー
と
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
論
争
・
関
係
に
つ
い
て
は
、
河

上
睦
子
著
『
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
と
現
代
』、
御
茶
の
水
書
房
、
四

九
│
八
四
頁
、
津
田
雅
夫
「
現
実
的
個
人
を
め
ぐ
っ
て
│
フ
ォ
イ

エ
ル
バ
ッ
ハ
と
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
」『
哲
学
』
28
、
一
七
七
│
一
八

七
頁
、

松
渉
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ル
ギ
ー
内
部
論
争
』（
良
知
力
・

松
渉
編
）
解
説
、
御
茶
の
水
書
房
、
滝
口
清
栄
「
Ｌ.

フ
ォ
イ
エ

ル
バ
ッ
ハ
の
思
想
転
換
と
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
」『
社
会
思
想
史
研

究
』
13
、
一
三
二
│
一
四
四
頁
参
照

（
46
）Ibid.S.295-6.

同
書

三
七
二
―
三
頁

（
47
）Ibid.S.296.

同
書

三
七
三
頁

（
48
）Ibid.S.296.

同
書

三
七
四
頁

（
49
）Ibid.S.295.

同
書

三
七
一
頁

（
50
）Ibid.S.299.

　
同
書

三
七
七
頁

（
51
）Ibid.S.300.

同
書

三
七
八
頁

（
52
）Ibid.S.301.

同
書

三
八
○
頁

（
53
）・（
54
）・（
55
）・（
56
）・（
57
）Ibid.S.297.

同
書

三
七
五
頁

（
58
）Ibid.S.298.

同
書

三
七
五
頁

（
59
）Ibid.S.301.

　
同
書

三
八
○
頁

（
60
）Ibid.S.301.

　
同
書

三
七
九
頁

（
61
）Ibid.S.301.

　
同
書

三
八
○
頁

（
62
）・（
63
）Ibid.S.302.

　
同
書

三
八
一
頁

（
64
）Ibid.S.304.

　
同
書

三
八
四
頁

（
65
）Ibid.S.305.

　
同
書

三
八
五
頁

�

﹇
一
九
九
八
年
十
月
二
十
日

受
理
﹈


